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弟年期におけ?,IE,偶戦失債の軽子間係－弓供・側・捉知>:対応一
福岡赦有大　　両橋久秀子

　百的　尨いと死をめぐる問題は. 高齢化杜屠においてはいJわけ≪雫な問題である。親

のゑいと死を子機がどう受けとめているかと､､ヽう面かい爽の親と条<7)関捧に焦点｡をあて

ズ. その問題を明らかにすることにした。そこて'. え年期において配偶瀬と死別した捜の

娩のま活麦化と蔡子関係に生i;｀穴変化. 情端的統泰への片親死別の彩摩、ゑ親の再糖への

呟香の意識などヽを把握し- 鳥ヽ子と娘の受'tとめ;ぢ。差異を比軟しf-. からx. 銀/、。役割

銘i. 永俵、。期稗<riが方々ヽら衆いと死の嶺ii'ハiフいて・寓幽<?)変化^楳。μ。

　｜浪　掃岡申^ 宗像申の公立のあ枚と中学校<r, 生麦切父母を対象μ、/?9ﾀ耳/2 n に調・

t行-、た。回収し瓦調*糸の中ヵヽい欠^手のいずれもが庁楓まμli両親ともに存寿て≒

莱め卑齢ダ＆)歳以よt. いう条珍のもいこ、wi mm 欠婦をゑダだし々祈CO 対象tした。庁

規死別後の龍子関倖につい-r a、死別倹年数々尼別時年糾% 死息して分析しか。

　結果　鮮偶着t 死別蹟。総・生活吏化ドフいての認知rは. 鳥孔ま娘に比べて吏化なし

忿いう者が｀察い。一方、死別積μ親<7)-iC泉崎生活へ・気遣いが｀贈えf-いヽう鳶が娘では7

割. 斟Ifて･ヽも6割いるが、具体的な行動面で<r> Km.りはいずれも乏しい。親μ対する惰蝉

的統合鳶求示ついても予偲､-反して、娘のぢが｀鳥子よ'] も眼を黙ヽい冲る気持が旅いとはい

えず、両靴存命ヒ片親死別の酋とでヽ差があま') みられないことが、鳥子v:娘(t共亀する荷

銀とレてあ'ダられる。そのごとはおそらく. 差妖の再婚μ対する励

に加尤て。既婚言1.の芦1別希々介城形柊々もんかームペ・入析々覆吉。必を性な£ふ面ヵヽ
^みμ、老いと死の徊と'} についての需識。動きと｡も関連があるようμ惑われる。


